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わたしは、家の近くにあるコンビニエンスストアによく買い物へ行きます。

そこには、外国人の店員さんがいます。わたしは、最初は何も言わずにおかしやジュースを買っ

ていました。でも、買い物に行くたびに、店員さんが「いらっしゃいませ」や「ありがとうござい

ます」と笑顔で言ってくれるので、わたしも自然と、「こんにちは」や「ありがとうございます」

を言うようになりました。

あるときわたしは、好きなアイスを買うため、レジに持って行きましたが、1円足りませんでし

た。わたしは別のアイスにしようと思ったのですが、そのとき、外国人の店員さんが自分のポケッ

トから、1円玉を出してくれました。

わたしは、うれしい気持ちになりました。でも、それは、好きなアイスが買えたのがうれしかっ

たわけではなく、店員さんの、やさしさがうれしかったのです。わたしは、この店員さんから、国

や文化がちがっても、やさしい気持ちは、どこの国もいっしょなのだということを教わった気がし

ます。わたしも、この店員さんみたいに、だれにでも、やさしく思いやりをもってせっしたいと思

いました。

今までは、お店に入っても店員さんは、かならずあいさつをしてくれていました。わたしは、そ

れが、当たり前のことだと思っていました。でも、それは、決して当たり前のことではなく、人と

人とがつながる最初の 1歩だと思います。

みなさんは、きちんとあいさつをしていますか？あんまりあいさつをしていないと思う人は、勇

気を持って、朝のあいさつの「おはようございます」や、何かしてもらったときの「ありがとうご

ざいます」からでいいので、自分から言ってみましょう。

きっと、みんな気持ちがよくなると思います。わたしは今では、店員さんが、「いらっしゃいま

せ」と言うと、「いらっしゃいました」とじょうだんを言うくらい、仲良くなることができまし

た。


